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みんなの力で国体成功〃

した満披で
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地元の方々と一緒に記念撮影する野焼きボランテイア

軍
―

4月 4日 (日 )、 黒岩峠周辺 (村山地区)の野焼きに29名の
ボランテイアの協力がありました。雨のため3回の延期があ

り4回目にしてようやく野焼きを実施。

今年初めて、阿蘇の草原保全などに取り組む (財)阿蘇グ
リーンストックが「阿蘇の草原募金」を活用して企画し、村

山地区や牧野組合がボランテイアを要請し実施したもので

す。参加者は福岡や佐賀、熊本市内などから山が大好きとい

う60代のご夫婦や4人組の女子大生など草原を守ろうと老若

男女が早朝から駆けつけてくれました。「疲れたけど、焼き

終えたあとの充実感は最高です。来年も来たいです。」や

「私たちでもお役に立つたでしょうか ?」 などのありがたい

言葉も間けました。地元の方々からも「一生懸命にやつてい

ただき感謝しています。来年以降もぜひお願いしたい。」と

のこと。

野焼きは有畜農家だけの問題ではありません。山林や水資

源を守る大事なことなのです。老齢化の進む中、野焼きボラ

ンティアは今後大きな助つ人になつてくれることでしよう。
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4月 17日午後 6時から、高森中学校体育館で、今年もアメリ
カのミズラー子ども劇場から男優のエリックさんと女優のアイ

リーンさんの演劇と英語の指導で子ども英語劇「白雪姫」の公

演があり、84人の町内の小・中・高生たちが、約400人の観
客の前で立派に演じました。

これは、5年前より取り組んでいる国際交流事業で、町内の子
どもたちが英語劇をとおして外国の人々との心のふれ合いや国

際的に対応できる心を養うことを目的に行われているものです。

3月から始まつた練習には各学校単位で英語の先生方や A・

E・ 丁 (英語指導助手)のケニー先生、英語通訳ボランテイア
等のご協力で夜遅くまで練習に励んでいました。本番ではそれ

ぞれが役柄を堂々と演じ、観衆を驚かせていました。

子どもたちは大きな自信と、こころと心のふれ合いによる真の

友情を得、子どもたちにとつて大きな宝物となつたことでしよう。
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練習風景

(林業総合センター)

町
民
憲
章

1.水と緑と上のにおい、いっぱいの住みよい町にします。

2.伝統を重んじ、文化の薫る潤いのある町にします。

3.老人を大切にし、子どもの夢を育て幸せな町にします。

4.勤労を尊び、産業を振興し活力のある町にします。

5.スポーツに親しみ、心身をきたえ健全な町にします。

■発行/高森町役場 ■編集/総務課 〒869-1602熊本県阿蘇郡高森町大字高森2168番地 TEL 09676-2-111l FAX 09676-2-1174

《≫ 昼冨乗
森林資源保護・自然保護のため、本誌は再生紙を使用しています。

堂々とした演技の本番

育
て
よ
う

リ
サ
イ
ク
ル
の
輪

今
、
地
球
に
と

っ
て

一
番
の

問
題
は
環
境
問
題
で
は
な
い
で

し
よ
う
か
？
そ
の
中
で
大
き
な

ウ
エ
イ
ト
を
占
め
る
の
が
ご
み

問
題
。
ご
み
を
減
ら
す
に
は
、

①
出
さ
な
い
暮
ら
し
に
心
が
け

る
こ
と
。
②
リ
サ
イ
ク
ル
に
ま

わ
し
て
原
材
料
と
し
て
再
資
源

化
す
る
こ
と
。
③
使
用
済
み
製

品
を
再
使
用
す
る
こ
と
。
ご
み

の
中
身
を
よ
く
見
れ
ば
、
本
当

に
捨
て
る
べ
き
も
の
は
、
こ
く

わ
ず
か
な
も
の
で
す
。
何
気
な

く
出
し
て
い
る
ご
み
は

一
番
の

環
境
汚
染
の
原
因
な
の
で
す
。

リ
サ
イ
ク
ル
の
輪
を
広
め

一

人
ひ
と
り
が
真
剣
に
環
境
問
題

に
取
り
組
み
ま
し
よ
う
。

牛乳パツクでリサイクル (ベンたて)
尾下の熊谷千代子さんが役場に寄付されました。
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今年はKまもと未来国体の年壌
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今
村
町
政
三
期
目
の
ス
タ
ー
ト

町
議
会
議
員
十
四
名
決
定

年

金

相

談

国
民
年
金
、
厚
生
年
金
、
社
会
保

険
に
つ
い
て
の
相
談
や
申
請
受
付
を

行

い
ま
す
。
お
気
軽
に
お
い
で
く
だ

さ
い
。

■
と
　
き
　
五
月
二
十
八
日

（金
）

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

林
業
相
談
室

草
部
地
区

■
と
　
き
　
五
月
十
八
日

（火
）

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
草
部
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー

野
尻
地
区

■
と

き
　
五
月
二
十
五
日

（火
）

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
野
尻
林
業
セ
ン
タ
ー

高
森

・
色
見
地
区

■
と
　
き
　
六
月
十
五
日

（火
）

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
高
森
町
中
央
公
民
館

中
晰
阜後記

先
月
号
十
九
ベ
ー
ジ
の
す
え
な
が
く
お
幸
せ
に
記
載
し
た
古
澤
隆
司
さ
ん
は
古
澤
龍
司
さ
ん
の
誤
り
で
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

統

一
地
方
選
挙

の
最
後
を
飾
る

町
長

・
町
議
会
議
員
選
挙
は
、
四

月
二
十
日
に
告
示
、
二
十
五
日
に

投
票
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

町
で
は
、
十
五

の
投
票
所
で
午

前
七
時
か
ら
午
後
八
時
ま

で
投
票

が
行
わ
れ
、
同
日
午
後
九
時
十
五

分
か
ら
は
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー
で

町
長

・
町
議
同
時

に
開
票
作
業
が

始
ま
り
ま
し
た
。

今
回
の
選
挙
は
、
二
十

一
世
紀

に
向
か
う
町
政

の
大
き
な
期
待
を

担
う
も

の
で
、
町
民

の
関
心
も
高

く
九
二

・
六
五
％

（前
回
町
議
九

二
Ｔ

二
〇
％
）
と
前
回
を
少
し
で

す
が
上
回
る
高
投
票
率
と
な
り
ま

し
た
。
開
票
作
業
は
順
調

に
進
み
、
町

長
選
挙
は
午
後
十
時
四
十
分
に
は

開
票
が
終
了
し
、
今
村
博
信
氏

の

三
選
が
確
定

し
ま

し
た
。
ま
た
、

町
議
選
で
は
按
分
票

の
チ

ェ
ツ
ク

等

で
十

一
時
五
十
分

の
確
定
と
な

り
ま
し
た
。

心
配
ご
と
相
談

何
か
福
祉
に
関
す
る
こ
と
で
心
配

ご
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

高
森
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
次

の
と
お
り
心
配
ご
と
相
談
所
を
開
設

い
た
し
ま
す
。
心
配
ご
と
相
談
員
が

お
受
け
し
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

行

政

相

談

五
月
十
六
日
か
ら
二
十
二
日
ま
で

「
春
季
行
政
相
談
週
間
」
で
す
。

次
の
と
お
り
行
政
相
談
所
が
開
設

さ
れ
、
行
政
に
対
す
る
苦
情
や
相
談

に
公
正
な
第
二
者
の
立
場
か
ら
広
く

皆
さ
ん
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
堅
く
守

ら
れ
ま
す
。

■
と
　
き
　
五
月
十
二
日

（水
）

午
後

一
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

■
相
談
員
　
本
田
幸
則
さ
ん

行

政

相

談

本
町
出
身
の
弁
護
士
、
津
留
清
さ

ん
に
よ
る
無
料
法
律
相
談
が
行
わ
れ

ま
す
。

■
と
　
き

五
月
二
十
二
日

（土
）

午
後

一
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

■
と
こ
ろ

高
森
町
中
央
公
民
館

●

診
療
は
午
前
９
時
か
ら

午
後
５
時
ま
で

中
原
墓
地
使
用
受
付
中

町
で
は
墓
地
の
使
用
申
込
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。
場
所
は
、
下

町
の
ヰ
セ
キ
農
機
を
北
に
人

っ
た

字
中
原

一
五
二

一
番
地
で
す
。

区
画
数
は
六
十
八
区
画

（現
使

用
数
三
十

一
区
画
）
で
、
水
道
、

電
気
も
完
備
さ
れ
て
お
り
、　
一
区

画
の
使
用
料
は
二
十
二
万
五
千
円
。

別
に
維
持
管
理
費
と
し
て
年
千
円

が
必
要
で
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
役
場
総
務
課

管
財
係
ま
で
お
た
ず
ね
下
さ
い
。

ＴＥＬ
２

・
１
１
１
１

（内
線
１
１
６
）

●  ●

●

6
月
13

11

月月

ハｈ
）

町長 口町議会議員選挙 投票区別投票率

(ただし11投票所の投票率は町長選挙分で議会議員選挙は94.35%)

５
月
９

日

５

月

１６
日

５

月

２３
日

５
月

３０
日

〔ｈ
）

後

藤

医

院

窒
⑦
‐０
０
１
９

立

野

病

院

奮
③
‐０
１
１
１

立

野

病

院

容
③
‐０
１
１
１

馬
原
内
科

医
院

容
②
‐０
６
４
６

平

田

医

院

Ｏ
②
‐０
２
１
６

藤

本

医

院

な
⑦
‐０
０
２
０

東

医

院

Ｏ
②
‐０
３
０
９

6

X都合により変更になる場合があります。阿蘇広域行政事務組合消防本部テレ
ホンサービスでお確かめください。  ■ 0967-34-0099

桜

の
季
節
も
終
わ
り
、

い
よ

い

よ
新
緑

の
季
節
と
な
り
ま

し
た
。

梅
雨

に
入
る
ま

で
の
お
よ
そ

一
月

が
、
野
山
を
駆
け
回
る
の
に
最
高

で
は
な

い
で
し
よ
う
か
。
ち

ょ

っ

と
汗
ば
む

こ
の
季
節

で
す
が
、
ピ

ク

ニ
ツ
ク
や
山
登
り
な
ど
を
や

っ

て
み
て
は

い
か
が
で
す
か
。
高
森

の
良
さ
を
再
発
見

で
き
る
の
で
は

な

い
で
し
よ
う
か
？

ま
た
ま
た
、
山

の
あ
ち

こ
ち

に

大
き
な

ご
み
が
捨

て
て
あ
り
ま
し

た
。
見
え
な

い
場
所

に
わ
ざ
わ
ざ

運
ん
で
捨

て
て
い
る
の
で
す
。
焼

却
場

に
運
ん
だ
方

が
早

い
の
に
？

警
察

や
保
健
所
と
協
力
し
厳
重

に

罰
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
美
し

い
自
然
を
守
り
ま
し
よ
う
。
　
田
浩

(2)毎月第 3水曜日は休館日です。その日が祝祭日の場合は
開館して、次の日が休館日となります。5月 19日 (水)6月 16日 (水 )(19) 今度の温泉館休館日

おの|でにοおくや`み
19993月受付分 敬称略

赤ちゃん
たんじょう
宇藤 隆人ちゃん
(中 国)  224生

堀田沙弥佳ちゃん

(東中原)225生

自石 優太ちゃん
(下町) 32生

足立  萌ちゃん
(大村)  3.2生

中川 雄稀ちゃん
(旭通)  3.3生

住 所
キ
:1 
神

村t l‖ I

IIII ,|:

竹の迫

御 遺 族

穴見 金計
武田ヒフミ

野尻マツヨ

エ藤 明人
甲斐イツエ

住吉 昭六
二村 正記

おくやみ
もうしあげます

父 一 光
母 直 美

父 宗 春
母 美由紀

父  守
」サ 直 美

父 行 隆
|サ    |||

父 雄 ^朗
母 美 穂

続柄 死 亡 者 輪

妻 穴見 ノブ 71
夫 武田富士男 67
夫 野尻  忠 73
母 工藤フジエ 92
人 甲斐 一誠 80
妻 住吉ハワエ 63
母 二小| ケイ 81

松岡

工藤

健一

明人

松岡 又雄

男

女

男

女

男

野

上

原

一毛ド

井

前

人口の動 き

(3月 末日現在 )

世帯数  2,599 (-4)
男   3,829 (-17)
女   4,123 (-32)
総  数  7,952 (-49)

暮 竜 の 灯
ありがとうございました (敬称略)

■町社会福祉協議会ヘ

〈香典返し〉 穴見 金計
武田ヒフミ 甲斐イツエ
ニ村 正記
〈一般寄付〉 後藤 良子
■広報送料寄付

芹国 「「:次 (長野県長野市 )
芹目  ∫ウ (静 1司 県静 1司 市 )

投 票 所 名
選挙当日
の

有権者数

投 票 者 数
投 票 率

(%)男 女
△
=エEコ ロl

高森町基幹集落センター 266 119 126 245 92.11

菅 山 集 会 所 97 40 53 93 95.88

う
０ 芹 口 集 会 所 195 95 88 183 93.85

∠

「 永 野 原 公 民 館 252 115 120 235 93.25

Ｅ
Ｏ 高 森 自 然 学 校 278 122 141 263 94.60

´
０ 上 在 集 会 所 611 269 304 573 93.78

７
′ 旧 高 森 保 育 園 1,155 496 579 1,075 93.07

Ｏ
Ｏ 下 町 公 民 館 1,048 444 534 978 93.32

Ｏ

υ 南 公 民 館 520 224 265 489 94.04

10 旧 JA下 色見支所 531 239 254 493 92.84

11 上 色 見 小 学 校 460 200 235 435 94.57

12 高森町林業センター 358 157 181 338 94.41

13 永 野 集 会 所 69 30 37 67 97.10

14 尾 下 体 育 館 174 77 84 161 92.53

15 河原老人憩いの家 202 94 99 193 95.54

△ ■

―
〓
〓
ロ

「

コ
6,216 2,72i 3,100 5,821 93.65

藤本 正-627.262当選
後藤 英範 573.339当 選
相馬 俊行 402  当選

本田貴―郎 219.525

本田 國男 198.474
宇藤 茂吉 :93.450
■有効投票数 5,696
■無効投票数  124
E投票総数  5,820

Ｒ
）

う
０

，

」

（
∠

宇藤 206.549敬

当選

当選

|lt

お知らせのベージ

燿

ヽ

・|■・
‐・ .

囃
()|ゆ

日

の
高
森
町
　
期
待
し
ま
す

日
月
ロ
ロ

町

の

移

動

図

書

五
月
十

一
日

（火
）

車
部
出
張
所

　
　
１０
時
～
１０
時
半

Ｊ
Ａ
草
北
　
　
　
Ｈ
時
～
Ｈ
時
半

野
尻
出
張
所

　
　
１３
時
～
１３
時
半

Ｊ
Ａ
河
原
　
　
　
１４
時
～
１４
時
半

五
月
十
二
日

（水
）

Ｊ
Ａ
旧
色
見
支
所

１０
時
～
１０
時
半

色
見
郵
便
局
前

　

１０
時
半
～
Ｈ
時

横
町
Ａ
団
地

　
　

１３
時
～
１３
時
半

下
町
公
民
館

　
　
１３
時
半
～
１４
時

今村 博信  3,156当 選
津留今朝壽  2,560
■有効投票数 5,716
■無効投票数  105
■投票総数  5,821

町議会議員選挙聞票結
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議
員
紹
介

′
ヽ
′

町
発
展
の
た
め
に
～

・
み
ん
な
で
選
ん
だ

議
員
さ
ん
で
す

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
ノ

（敬
称
略
・順
不
同
）

児
玉
　
国
広

０
　
　
　
　
　
　
甲
斐
　
廣
國

①

甲
斐
　
　
裁

６２

後
藤
　
和
昭

５９

県
の
お
知
ら
せ

自
動
車
税
の
納
付
は

お
早
め
に
′

■
一●
―

自
．動
車
を
お
持
ち
の
皆
様
、
自

動
車
税
の
納
期
限
は
、
五
月
三
十

一
日
で
す
。

五
月
は
じ
め
に
は
、
納
税
通
知

書
が
お
手
元
に
届
い
た
こ
と
と
思

い
ま
す
。
お
近
く
の
金
融
機
関
の

窓
口
で
、
五
月
二
十

一
日
ま
で
に

納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

皆
様
に
納
め
て
い
た
だ
く
自
動

車
税
は
、
学
校
教
育
や
道
路
建
設

を
は
じ
め
、
県
が
推
進
し
て
い
る

様
々
な
施
策
を
実
現
す
る
た
め
の

貴
重
な
自
主
財
源
と
し
て
役
立
て

ら
れ
て
い
ま
す
。

当

ル
曇
■

身
体
障
害
者
等
の
方
が
ご
使
用

に
な
る
自
動
車
に
つ
い
て
は
、
そ

の
障
害
の
程
度
、
使
用
の
目
的
等

に
よ

つ
て
、
自
動
車
税

・
自
動
車

取
得
税
が
減
免
さ
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

減
免
の
申
請
に
は
期
限
が
あ
り

四
月

一
日
現
在
で
自
動
車
を
お
持

ち
の
方
は
六
月
二
十
日
が
申
請
期

限
で
す
。

ま
た
四
月

一
日
以
降
に
自
動
車

を
登
録
さ
れ
た
方
は
、
登
録
さ
れ

た
日
の
翌
日
か
ら
三
十
日
以
内
が

申
請
期
限
と
な

つ
て
い
ま
す
の
で

ご
注
意
下
さ
い
。

自
動
車
税

・
自
動
車
取
得
税
に

関
す
る
ご
質
問
、
ご
相
談
は

熊
本
県
阿
蘇
事
務
所
税
務
課
ま

で
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

■
０
９
６
７
・２
２
・１
１
１
１

（内
線
３
２
３
）

「熊
本
県
社
会
参
加
活
動
推
進

基
本
方
針
」
の
策
定
に
つ
い
て

県
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
活
動

を
は
じ
め
と
す
る
、
自
発
的
、
主

体
的

で
営
利
を
目
的
と
せ
ず
、
地

域
や
社
会

に
役
立

つ
活
動
を
支
援

す
る
た
め
、
こ
の
三
月

に

「
熊
本

県
社

会
参

加

活
動

推

進
基

本

方

針

」
を
策
定
し
ま
し
た
。
今
後
、

こ
の
基
本
方
針

に
沿

っ
て
、
誰
も

が
参
加
し
や
す
く
、
活
動
し
や
す

い
環
境
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。
社

会
参
加
活
動
は
誰
も
が
自
由

に
で

き
る
活
動

で
す
。
皆
さ
ん
も
地
域

や
、
職
域

に
お

い
て
、
で
き
る
こ

と
か
ら
始
め
て
み
て
は

い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

お
問

い
合
わ
せ
は
、

県
環
境
生

活
部

県
民
生

活
総
室

ＴＥＬ

０

９

６

・
３

８

３

・
１

１

１

１

（内
線
７
４
１
２
）

●

の自
減動
免車
に税
つ 占

い罫
｀車
取
得

熊本県調理師試験のお知らせ

平成11年度の熊本県調理師試験が行われ

ますので、受験を希望される方は次の要領

により願書を阿蘇保健所に提出して下さい。

■試験日時 平成 11年 8月 10日 (火 )
10時30分から12時30分

■試験場所 熊本県立大営
■試験科目 食文化概論、衛生法規、

公衆衛生を、栄養学、食品営、

食品衛生営、調理理論

■願書受付 平成 11年 5月 31日 (月 )～
6月 4日 (金 )まで

(受付時間 :9時～16時 30分 )

■願  書 役場保健衛生係にあります。

■願書の提出先・問い合わせ先

〒869…2301 阿蘇町内牧1204 阿蘇保健所
T■  0967-32-0535

役場の支払日  5/17(月)5/25(大 )6/7(月)  時間10時から15時まで  (18)

●

●

今
回
か
ら
町
議
会
は
定
数
が
二

名
減
少
し
、
十
四
名
と
な
り
ま
し

た
。
今
回
の
町
議
会
の
選
挙
に
は

十
八
名

（現
職
十
四
名
、
新
人
四

名
）
の
方
々
が
立
候
補
さ
れ
、
五

日
間

の
選
挙
運
動
を
懸
命

に
さ

れ
、
選
挙
結
果
を
待
ち
ま
し
た
。

二
十
五
日
の
午
後
九
時
十
五
分

か
ら
選
挙
立
会
人
が
見
守
る
中
、

林
業
総
合
セ
ン
タ
ー
で
開
票
事
務

が
行
わ
れ
、
新
議
員
さ
ん
十
四
名

（
現
職
十

一
名
、
新
人
三
名
）
が

当
選
さ
れ
ま
し
た
。

町
発
展
の
た
め
み
ん
な
で
選
ん

だ
議
員
さ
ん
た
ち
で
す
。
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

三
森
　
義
高

５２

●

藤
本
　
正

一

後
藤
　
英
範

“

相

馬

甲
斐

正

佐

伯

古
澤
　
豊
喜

６７

佐
楢
見
誓
香

“

う

杉
永
　
竹
範

６２

かい・はかる

大字永鰤原 会社顧間
無所属現 当選4回

ごとう・かずあき
大字上色見 農業
無所属新 当選 1回

こだま・くにひろ

大字尾下 農業
無所属現 当選5回

かい・ひろくに

大字矢津田 農業
無所属新 当選 1回

みもり・よしたか

大害高森 農業
無所属現 当選2回

さえき・きんや

大字高森 農業
無所属現 当選3回

ふるさわ・とよき

大字5尻 農業
無所属現 当選 2回

(43)

鰤
中

謙

金
也

(40)

俊
イ:F

(52) (〔

'1)

のなか・けんぞう

大字色見 農業
無所属新 当選 1回

さならみ・せいこ
大字芹□ 住職
無所属現 当選 2回

す ぎなが 'たけの リ
大客高森 会社役員
無所属現 当選 3回

メ
ー
タ
ー
の

の
確
認
を
′

計
量
法
で
は
、
適
正
な
計
］一里
取

引
を
確
保
す
る
た
め
、
い
ろ
い
ろ

な
計
量
器
に
対
し
て
、
検
定
の
有

効
期
間

（使
用
で
き
る
期
間
）
を

定
め
て
い
ま
す
。

家
庭
で
使
用
し
て
い
る
ガ
ス
メ

ー
タ
ー
は
十
年

（
一
部
の
メ
ー
タ

ー
は
七
年
）
と
定
め
ら
れ
て
お
り
、

有
効
期
間
が
経
過
し
た
メ
ー
タ
ー

は
取
引

・
証
明
に
使
用
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。

ガ

ス
事
業
者
は
、
各

取
引
先

（
一
般
家
庭
等
）
の
ガ
ス
メ
ー
タ
ー

の
検
定
有
効
期
限
を
調
査

・
点
検

し
、
有
効
期
間
の
経
過
し
た
メ
ー

タ
ー
は
速
や
か
に
新
し
い
も
の
と

交
換
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
次
に
お
問
い
合
わ

せ
下
さ
い
。

熊
本
県
計
量
検
定
所
　
管
理
課

熊
本
市
錦
ヶ
丘
三
四
番

一
五
号

■
０
９
６
・３
６
９
・２
１
５
１

そうま・としゆき

大字高森 農業
無所属現 当選2回

守

かい・しょういち

大字津留 農業
無所属現 当選2回

ふじもと・まさかず
大字高森 会社員
無所属現 当選2回

ヽ

ン
ごとう・ひでのリ

大字上色見 会社役員
無所属現 当選4回

(〔

'1)

(3)

『阿
蘇
力

高
森
町
通
過
予
定

阿
蘇
郡
内
１
０
０

ス
と
ス
、

パ
ー
マ
ラ
ソ
ン
』

午
前
七
時
か
ら
十
一声

援
を
お
願

４
ヽ

１
４

絆
冽
＝
＝

い
し
ま
す

（土
）

気
に

け
登
る
高

低
差
が
す

‥
レ

『ア
フ

ヨト
¬
「

ス
口

時
刻

コ

い
過
酷
な
レ

皆
様
の

５
０
キ
ロ
コ
ー 土

寸 五
月
一

ス
。
〓
日
一十
九
日

|■‐

を
目
指
し
開
催

て

■

か

土・休日のし尿及び浄化槽の

収集は行ないません

し尿及び浄化槽の搬入量が増大

し処理能力を、はるかに越え維持

管理に苦慮しているところです。

最近業者による土・休日の搬入依

頼が多くなつており、施設での処

理計画に支障をきたしております。

また、処理業者においても週四

十時間労働の導入に伴い土・休日

の業務は行わないようになつてい

ますが、住民の収集依頼が多く業

者も対応に苦慮しているところで

す。

皆さんのこ協力をお願いいたし

ます。

阿蘇広域行政組合

T[L10967-34-1123

お知らせのベージ

輌

嘲

■
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身

「

魃
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戸
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ゞ
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「燃
え
る
若
き
や
も
ん
」
「
お
母
さ
ん
と
い
っ
し
よ
」
「動
物
は
友
だ
ち
」
登
場
者
募
集
中
。　
　
　
一
般
の
方
の
肥
後
狂
旬
、
短
歌
、
俳
旬
、
詩
な
ど
の
作
品
も
お
寄
せ
下
さ
い
。

四
月
三
日
と
四
日

の
二
日
間
、
高

森
峠
九
十
九
曲
が
り
自
然
公
園

（千

本
桜
）
で
、
桜
祭
り
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

南
阿
蘇
桜

の
名
所
め
ぐ
り
等

の
企

画
で
、
自
水

の

一
心
行

の
桜
と
高
森

峠

の
千
本
桜
を
組
み
合
わ
せ
た

バ
ス

ツ
ア
ー
が
多
数
有
り
、
二
日
間
で
お

よ
そ
四
十
台
ほ
ど
の
貸
し
切
リ
バ
ス

や
、
家
族
連
れ
等
二
万
人
ほ
ど
の
花

見
客
が
押
し
寄
せ
、
ア
ル
バ
イ
ト

の

駐
車
場
整
理
員
な
ど
は
大
忙
し
で
し

た
。お
花
見
広
場
で
の
藤
野
社
中

に
よ

る
野
点
や
紫
峰
会

に
よ
る
も
ち

つ
き

大
会
、

ベ
ン
シ

ヨ
ン
に
よ
る
屋
外
喫

茶
、
ま
ん
じ
ゅ
う
や
地
鶏
焼
き
、
特

設

ス
テ
ー
ジ
で
は

ュ
ニ
ー
ク
さ
で
有

名
な
上
色
見
熊
野
座
神
社

神
楽
保
存
会
に
よ
る
夜
神

楽
、
町
内
老
人
会
の
踊
り

の
発
表
会
等
も
行
わ
れ
、

終
日
賑
わ
い
ま
し
た
。

訪
れ
た
花
見
客
は
毎
年

の
常
連
客
に
加
え
、
こ
の

と
こ
ろ
の
南
阿
蘇
観
光
ブ

ー
ム
に
よ
る
新
し
い
花
見

客
も
増
え
ま
し
た
。

高
森
少
年
剣
道
ク
ラ
ブ

見
事
な
成
績
で

平
成
十
年
度
を
終
え
る

高
森
少
年
剣
道
ク
ラ
ブ
は
、
高

森
小
体
育
館
で
子
ど
も
た
ち
の
精

神
鍛
錬
目
的
に
、
厳
し
い
練
習
を

積
み
重
ね
、
平
成
十
年
度
は
県
内

外

で
三
十

一
試
合

の
大
会

に
出

で
優
勝
二
十
回
、
準
優
勝
三
回
、

三
位
九
回

（複
数
チ
ー
ム
出
場
有

り
）
、
個
人
の
部
で
も
優
勝
六
回
、

準
優
勝
十
四
回
、
三
位
十
七
回
と

他
を
寄
せ
付
け
な
い
見
事
な
成
績

を
残
し
ま
し
た
。

サ
ツ
カ
ー
や
野
球
な
ど
の
球
技

に
お
さ
れ
が
ち
な
武
道
も
、
本
町

で
は
し
つ
か
り
と
受
け
継
が
れ
て

い
ま
す
。
今
年
度
も
大
い
に
活
躍

し
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

場
、
な
ん
と
そ
の
う
ち
団
体

の
部

一

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会

か
ら
の
お
知
ら
せ

平
成
＝
年
度
登
録
チ
ー
ム
募
集

当

協

会

春
で
す
。

『緊
張
の
春
』
で
す
。

エ
ツ
、
そ
ん
な
こ
と
問

そ
う
お

っ
し

ゃ
る
あ
な
た
、

の
こ
と
を
思

い
出
し
て
く
だ
さ

●

風
運
急
　
ゼ

ロ
回
答
も
香
ま

ぬ
く
た
ん
が
　
ど

つ
ち
の
酒

命
拾

い
　
移
植

の
肺

に
感
無

せ

っ
こ
う
で
　
稽
古
し
た
奴

仲

の
よ
さ
　
私

の
座
る
場
所

●  ●

●

で

は

ソ

フ

ヽ
　

一゙ヽ
　
　
　
．
ン

ー

ガ

ー

パ

の
普

及

振

興
を
図
り
、

個

々

の

健

康
を
増
進
す

る

こ
と
を
日
的

と

し

て
、
現
在
、
登
録
チ
ー
ム
を

募

っ
て
い
ま
す
。

女
性
だ
け

の
チ
ー
ム
や
女
性

を
ま
じ
え
た
チ
ー
ム
も
可
と

し

ま
す

の
で
、　
全
国
っ
て

エ
ン
ト
リ

ー
し
て
ド
さ

い
。
　

　

　

一
　

　

●

詳
し
く
は
役
場
ＴＥＬ
２
・
１
１
１

１
古
澤
要
介

（内
線
１
３
９
）
か

岩
下
徹

（内
線
１
２
４
）
へ
お

電
話
下
さ
い
。

チ
ヤ
ン
ス
到
来
　
右
ピ
ツ
チ
ヤ
ー
に
代

っ
と
る

下
手
　
手
抜
き
の
出
来
る
腕
で
無
ア

チ
ヤ
ン
ス
到
来
　
流
れ
の
変
わ
る
浮
動
票

仲
の
よ
さ
　
こ
り
が
長
生
き
秘
訣
た
い

命
拾
い
　
発
煙
筒
に
恩
の
あ
る

俳

　

　

旬

糸
桜
祖
母
山
の
風
遊
ば
せ
て

背
も
腹
も
烈
し
き
咳
に
悩
ま
さ
れ

巣
立
つ
ま
で
郵
便
受
は
マ
イ
ホ
ー
ム

両
手
挙
げ
上
棟
の
餅
冬
空
に

山
峡
に
住
め
ば
春
待
ち
旅
心

一
心
の
桜
も
見
事
人
見
事

ふ
き
　
　
と
う

蕗

の
蔓
両
の
ポ
ケ
ツ
ト

一
ぱ

い
に

●
一

地鶏焼きはいかが
‐. 1:::irl:ll:l題

犠  .・    .11

左から沼田さん、後藤さん、1‖部さん

野点で一服

鳳
”
　

絃
裏
　

貯独
．

【副
・　
　
　
弥
　
生
　

　

（阿
蘇
御
神
火
会
）

チ
ヤ
ン
ス
到
来
　
畑
違
い
て
言
う
と
れ
ん

女
性
交
通
指
導
員
任
命
　
④

川
部
孝
子
さ
ん

（芹
口
）

沼
田
洋
子
さ
ん

⌒高
森
）

後
藤
千
穂
さ
ん

⌒上
色
見
）

四
月

一
日
、
役
場
委
員
会
室

で
交
通
教
六円
を
重
点
任
務
と
す

る
女
性
交
通
指
導
員
が
任
命
さ

れ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
交
通
指
導
員
十

六
名
は
す
べ
て
男
性
で
し
た
が
、

〈フ
回
は
あ
ら
た
に
三
名
の
女
性

の
方
が
加
わ
り
、
お
母
さ
ん
の
立

場
で
や
さ
し
く
、
わ
か
り
や
す

い
交
通
教
育
を
推
進
さ
れ
ま
す
。

交
通
教
六円
は
町
村
の
役
割
で
す
。

園
児
や
児
童
、
生
徒
の
交
通
教

育
に

一
役
買

っ
て
い
た
だ
き
、

交
通
事
故
に
遭
わ
な
い
、
交
通

事
故
の
な
い
町
を
目
指
し
ま
す
。

の
特
効
薬

学

し
た
時

い
た

こ
と―‐
が

こ

白

な
ん
か

も
飲
み
さ
ら
ん

量つ
出
ん
科
自

の
無

ア

林
田
　

一
声

堀
田
　
蘇
仙

佐
伯
　
文
雄

田
上
黙
公
子

林
　
　
不
忘

岡
本
　
琴
司

馬
原
　
馬
笑

松
野
　
笑
声

渡
辺
　
雲
海

上
井
加
根
女

浦
塚
　
南
天

草
村
　
鶴
代

甲
斐
　
康
利

甲
斐
し
づ
子

長
友
た
つ
子

野
尻
　
美
穂

甲
斐
し
づ
枝

野
尻
　
里
女

（野
尻
あ
け
び
句
会
）

７
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桜

ま

つ
り

に

多

く

の
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し1つ七コ自舗ま6ごと南阿蘇 日
本
の
春
と
い
え
ば
、
や
は
り
、

桜
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
い
た

る
と
こ
ろ
に
桜
の
名
所
は
あ
り
ま

す
が
、
ど
の
名
所
に
も
多
く
の
さ

く
ら
フ
ア
ン
が
こ
の
時
期
に
訪
れ

ま
す
。
本
町
に
も
九
十
九
曲
り
高

森
自
然
公
園

の
千
本
桜
を
は
じ

め
、
休
暇
村
南
阿
蘇
や
裁
判
所
前
、

旧
畜
協
な
ど

に
見
事
な
桜

が
、

人
々
の
目
を
楽
し
ま
せ
、
心
を
和

ま
せ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

四
月
二
日
、
東
京
の

「
憲
政
記

念
館
」
に
お
い
て
行
わ
れ
た
第
三

十
四
回
さ
く
ら
祭
り
中
央
大
会
で

本
町
が
全
国
の
二
十

一
団
体
、
十

三
個
人

（県
内
は
本
町
の
み
）
と

共
に
（財
）日
本
さ
く
ら
の
会
か
ら

「
さ
く
ら
功
労
者
」
と
し
て
表
彰

を
受
け
ま
し
た
。
平
成
五
年
度
か

ら
高
森
峠
九
十
九
曲
り
周
辺
の
高

森
自
然
公
園

一
帯
を
『桜
の
名
所
』

と
し
て
計
画
的
に
整
備
し
て
い
る

こ
と
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

は

つ
ら

つ
と

高
森
中

吹
奏
楽
部

定
期
演
奏
会

二
月
二
十
七
日
、
午
後
四
時
か

ら
、
高
森
中
学
校
体
育
館
で
高
森

中
学
校
吹
奏
楽
部

の
定
期
演
奏
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
演
奏
会

は
今
回
で
十
回
目
を
数
え
、
多
く

の
人
た
ち
が
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。
こ
の
日
も
吹
奏
楽
部
の
保
護

者
は
も
ち
ろ
ん
、
高
森
中
の
Ｏ
Ｂ
、

Ｏ
Ｇ
、
町
内
の
音
楽

フ
ア
ン
等
が

駆
け
つ
け
、
肌
寒
い
日
で
し
た
が
、

会
場
は
熱
気
む
ん
む
ん
で
し
た
。

第

一
部
で
は
日
頃

の
練
習
成
果

を
披
露
し
見
事
な
演
奏

で
し
た
。

第
二
部
で
は
Ｏ
Ｂ
、
Ｏ
Ｇ
を
交
え

て
の
演
奏
や
グ
ス
ト
の
風
鎮
太
鼓
、

マ
マ
さ
ん
コ
ー
ラ
ス
の
合
唱
な
ど
が

あ
り
、
第
二
部
で
は
会
場

の
み
ん

な
が
知

っ
て
い
る
テ
レ
ビ
の
主
題

歌
な
ど
を
軽
快
に
演
奏
し
ま
し
た
。

高
森
中
学
吹
奏
楽
部
は
、
町
の

各
種
行
事
な
ど
の
催
し
な
ど
に
も

洗
練
さ
れ
た
演
奏
で
花
を
添
え

て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

本
町
「さ
く
ら
功
労
者
」
表
彰
を
受
け
る

キヤッチフレーズ 決定JJ
南阿蘇 (6ヶ 町村)観光協会連絡協議会では、今回、ひとめ

見て南阿蘇をイメージし、新鮮な感動をおぼえる明るく健

康的なイメージキャッチフレーズを募集 しました ところ県

内外から935カ :も の応募を頂き、あ りがとうございました。
専門家による一次審査、 6ケ 町村による二次審査を経て、

4月 1911、 南観連幹事会で金賞 (1点、作者 2名 )、 銀賞
(1点、1名 )を決定 しました。今後、このキヤッチフレー
ズは南阿蘇観光 ′

`力

会の中で、幅広 く活用されます。

金賞  「いつも旬 自然まるごと南阿蘇」
南  英市さん (62歳 、自営業)滋賀県近江八幡市
笠野美津代さん (47歳 、パー ト)自水村

銀賞  「夢のせて、風のせて、南阿蘇」
井上賢 ・郎さん (49歳 、自営業)熊本 ||∫

南阿蘇観光協会連絡協議会 (南観連)事務局
TEL 09676-2-2018

ん
な
の
ひ
ろ
ば

●  ●

（追
加
分
）
（四
月
二
十
六
日

次
の
店
舗
で
地
域
振
興
券
が
使

え
ま
す
。

店
名

堀
商
店

パ
ー
マ
ハ
ウ
ス
Ｈ
Ｏ
Ｒ
Ｉ

＊
特
定
事
業
者
の
登
録
は
平
成
十

一
年
九
月
二
十
三
日
ま
で
で
す
。

ま
だ
登
録
の
お
済
み
で
な
い
店
舗

は
早
め
に
役
場
企
画
課
ま
で
登
録

を
済
ま
せ
て
下
さ
い
。

＊
地
域
振
興
券
の
有
効
期
限
は
平

成
十

一
年
九
月
二
十
三
日
で
す
。

地
域
振
興
券
に
つ
い
て
の
お
問

い
合
せ
は
役
場
企
画
課
ま
で

■
２

・
１
１
１
１

（内
線
１
５
９
）

●

花を添えてくれましたママさんコーラス

★男女共用

①弁当の調理、販売 …3名・18～ 50歳   620円 /時給
●旅行相談員 …… ……2名・18～25歳 130,000～ 150,000円
(1)調理、洗い場 .…… 5名・18～ 50歳   750円 /時給
④栗子、乳製品製造

スタッフ ………………3名・18～ 45歳 720～ 900円 /時給
0レストラン …………2名 ・18～ 35歳 130,000～ 160,000円
0-般事務 ………………1名 ・18～ 35歳 115,000～ 120,000円
0レストランスタッフ……2名 ・20～ 25歳 14L000～ 150,000「 1
③製材工員 …………… 1名・30～ 55歳 130,000～ 200,000円
9-般造園業 …………3名・18～ 40歳 150,000～ 180,000円
※掲載内容はほんの一部です。このほかにも求人はあります。
お問い合わせは早めに

阿蘇公共職業安定所 (ハローワーク)

IL 0967…22-0040 糸召介f系′ヽ

お問い合わせ時に、求人が取り消される場合もありますの

でご了承下さい。面接を希望される方は必ずご来場下さい。

威勢よく風鎮太鼓

取扱者試験のお知らせ

平成 11年度の毒物・劇物取扱者試験が行わ

れますので、受験を希望される方は次の要領

により願書を阿蘇保健所に提出して下さい。

■試験日時 平成 11年 7月 28日 (水 )
9時から 17時

■試験場所 熊本農業高等学校 (熊本市 )
■試験方法 筆記及び実地試験 (毒物鑑定 )
■願書受付 平成 11年 5月 31「 1(月 )～

6月 11日 (金 )ま で
(十・日を除いて受付 当日消印有効 )

■願  書 阿蘇保健所にあります。願書
の郵送による請求は120円分の

郵便明手を同封して請求 して

下さい。

■願書の提出先・問い合わせ

〒869-2301阿蘇町内牧1204阿蘇保健所
TEL 0967-32-0535

求人案 (南阿 蘇 地 区 )(平成11年 4月 16日現在)

(5)
地域や学校・園・スポーツ・文化行事などの楽しい話題や催しの情報・報告をお寄せください。 (広報たかもり)

(16)

薮

量&■■‐‐

渕輻ｒ．鷺

ラ
ン
ド
セ
ル
を
背
負

っ
て
初
め
て
学
校
に
行

っ
た
日
、
緊
張
で

ド
キ
ド
キ
し
ま
せ
ん
で
し
た
か
ｃ

こ
の
緊
張
を
和
ら
げ
る
特‐
効
栞

ば
、
一日
も
今
も
変
わ
り
ま
せ
ん
（．

そ
れ
は
家
族
の

　ヽ
　
　
　
　
　
　
　
　
／

「お
帰
り
な
さ
い
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヽ

と
い
う
温
か
い
一
言
で
す
ｃ

で
す
が
，
こ
の
特
効
薬
、

一
度

に
使

い
切
ら
な

い
で
、
何
回

に
も

分
け
て
お
使
い
く
だ
さ
い
。

と

い
う

の
も
、
緊
張
が
和
ら

い

だ
瞬
間
か
ら
い
交
通
事
故
と

い
う

魔

の
手
が
し
の
び
寄

つ
て
き
て
い

る
の
で
す
●

自
宅

に
帰

っ
て
ホ
ッ
と
し
て
遊

び
に
行

っ
た
時
、
時
刻
で
い
う
と

午
後
四
時
前
後
、
子
ど
も
が

一
番
交
通
事
故
に
遭
い
や
す
い
時
間

帯
な
の
で
す
。

新
人
学
児
の
保
護
者
の
皆
さ
ん
―
『
も
う

一
年
生
」
と
安
心
し
て

い
ま
せ
ん
か
。
ラ
ン
ド
セ
ル
を
背
負
う
と
、
我
が
子
が
急
に
成
長

し
た
よ
う
に
見
え
ま
す
が
、
『
ま
だ

一
年
生
」
な
の
で
す
。

お
子
さ
ま
の
行
動
範
囲
を
し
つ
か
り
把
握
し
て
下
さ
い
・「

そ
し
て
外
出
時
に
ダ
メ
押
し
の
特
効
葉
、

「気
を
つ
け
て
」

の

Ｉ
占
、
忘
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

茨
城
県
・ひ
た
ち
な
か
市

「交
通
教
育
指
導
員
の
日
記
」
か
ら
許
・諾
一転
載
〓

同
市
の
交
通
安
全
教
育
と
交
通
指
‐導
員
制
魔
ぼ
最
先
滸
一を
い
く
も‐‐
の
。
危

険
と
安
全
に
つ
い
て
自
ら
気
付
か
せ
る
指
導
方
針
で
、
「交
通
社
会
一人
」
を

育
て
る
具
体
的
か
つ
解
り
や
す
い
取
り
組
み
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
町
で
も
交
通
教
育
に
重
占
〔を
置
き
な
が
ら
、
交
通
事
故
の
な
い
町
を
目

指
し

‐‐‐――
―
女
性
の
交
通
指
導
員
を
任
命
し
、
や
さ
し
さ
と
厳
し
さ
を
兼
ね
備
え

た
交
通
指
導
を
推
進
い
た
し
ま
す
。
　
一　
　
　
一一
　
　
　
一

隧
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今年は くまもと未来国体の年

「たかもり 国体 」

ヨーラス豚買1 募礫劃
国値の高編町テニス競技開胎式でのコーラス隊 (ボ

ランティア)を組織します。みんなの歌声で国体選手
を歓迎しましょう。

歌が六好きな方 6、るつて応募<ださい。

く D

く)%

高森町テニス競技大会

(成年女子・少年男子・女子 )

10月 24日 (日 )～ 27日 (水 )

4月 1日、午前9時、南阿蘇鉄道で恒例の ト
ロッコ列車の発車式が行われました。

「一日駅長」の高森幼稚園児、山村舜君の出

発の合図で、トロッコ列車は、園児とたくさん

の観光客を乗せゆつくりと動き出しました。

平成 10年度の トロツコ列車の乗車人員は

29′528人でした。

今年もまた多くの観光客と夢を乗せ大いに活

躍するでしよう。

卜回ッコ列車の運行

高森発 午前 9時40分 午後 1時 36分
立野発 午前11時43分 午後 3時50分
10月 まで 1日 2往復します。

(春・夏休み期間中は毎日運行。通常は

土・日曜と祝日だけの運行)

乗 車 料 金   (高 森―立野 )
大人670円     小人340円

(6)

団体まであと

｀
、、 1

みんなの力て国体威功 I

ヽ
句

こ
の
他
、
国
体
の
具
体
的
な
企
画
・実
行
面
全
般
に
つ
い
て
は
、
統

一
地
方
選
挙
後
に
開
催
さ
れ
る
「高
森
町

国
体
実
行
委
員
会
総
会
」
で
決
定
さ
れ
ま
す
。
そ
の
詳
し
い
内
容
は
、後
月
号
で
あ
ら
た
め
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

刻
々
と
迫
る
高
齢
化
社
会
安
心
の
老
後
を
送
る
た
め
に

平
成
十
二
年
四
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
介
護
保
険

制
度
。
今
年
十
月
か
ら
審
査
会
が
召
集
さ
れ
本
格
的
始

動
と
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
わ
か
り
に
く
い
点
を
Ｑ
＆
Ａ
方
式
で
具
体
的

に
紹
介
し
て
い
ま
す
。

訪
問
し
て
、
入
浴
の
介
護
を
行
い

ま
す
。

・
訪
間
看
護

看
護
婦
等
が
家
庭
を
訪
問
し
て
看

護
を
行
い
ま
す
。

・
訪
問

・
通
所
に
よ
る
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ヨ
ン

理
学
療
法
士
や
作
業
療
法
士
等
が

家
庭
を
訪
問
し
た
り
、
あ
る
い
は

施
設
に
お
い
て
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ヨ
ン
を
行
い
ま
す
。

・
か
か
り
つ
け
医
の
医
学
的
管
理

等医
師
、
歯
科
医
師
、
薬
剤
師
等
が

家
庭
を
訪
問
し
、
療
養
上
の
管
理

や
指
導
を
行
い
ま
す
。

ム
ア
イ
サ
ー
ビ
ス

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
等
に
お

い
て
、
入
浴
、
食
事
の
提
供
、
機

能
訓
練
な
ど
を
行
い
ま
す
。

・
短
期
入
所
サ
ー
ビ
ス

介
護
を
必
要
と
す
る
方
を
介
護
施

設

に
短
期
期
間
お
預
か
り
し
ま

す
。
・
痴
呆
の
要
介
護
者
の
た
め
の
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に
お
け
る
介
護

痴
呆
の
た
め
介
護
を
必
要
と
す
る

方
々
が
十
人
前
後
で
共
同
生
活
を

営
む
住
居

（グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
）

に
お
い
て
介
護
を
行
い
ま
す
。

・
有
料
老
人
ホ
ー
ム
等
に
お
け
る

介
護
有
料
老
人
ホ
ー
ム
等
に
お
い
て
提

供
さ
れ
て
い
る
介
護
な
ど
も
介
護

保
険
の
対
象
と
し
ま
す
。

・
福
祉
用
具
の
貸
与
及
び
そ
の
購

入
費
の
支
給

車
椅
子
や
ベ
ッ
ト
な
ど
の
福
祉
用

具
の
貸
与
を
行
う
ほ
か
、
貸
与
に

な
じ
ま
な
い
よ
う
な
特
殊
尿
器
な

ど
に
つ
い
て
購
入
費
の
支
給
を
行

い
ま
す
。

・
住
宅
改
修
費
の
支
給

手
す
り
の
取
り
付
け
や
段
差
解
消

な
ど
の
小
規
模
な
住
宅
改
修
に
つ

い
て
、
そ
の
費
用
を
支
給
し
ま
す
。

・
居
住
介
護
支
援

（ケ
ア
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
サ
ー
ビ
ス
）

介
護
を
必
要
と
す
る
方
の
心
身
の

状
況
意
向
等
を
踏
ま
え
、
上
記
の

福
祉
サ
ー
ビ
ス
、
医
療
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
等
に
関
し
、
居
住
サ
ー
ビ

ス
計
画

（ケ
ア
プ
ラ
ン
）
を
作
成

し
、
こ
れ
ら
が
確
実
に
提
供
さ
れ

る
よ
う
介
護
サ
ー
ビ
ス
提
供
機
関

等
と
の
連
絡
調
整
な
ど
を
行
い
ま

す
。

施
設
に
関
す
る
給
付

・
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
ヘ
の
入

所。
老
人
保
健
施
設
へ
の
入
所

。
療
養
型
病
床
群
、
老
人
性
痴
呆

疾
患
療
養
病
棟
そ
の
他
の
介
護
体

制
が
整

っ
た
施
設

へ
の
入
院

市
町
村
の
独
自
給
付

以
上

の
給
付
ほ
か
、
市
町
村
は
、

地
域

の
独
自

の
ニ
ー
ズ

に
応
じ
、

六
十
五
歳
以
上

の
方

（第

一
号
被

保
険
者
）
の
保
険
料
を
財
源
と
し

て
、
独
自

の
給
付
を
行
う

こ
と
が

で
き
ま
す
。

・
介
護
研
修
、
介
護
を
し
て
い
る

家
族

の
リ
フ
レ
ツ
シ

ュ
を
目
的
と

す
る
交
流
会
、　
一
人
暮
ら
し
の
被

保
険
者

の
た
め
の
配
食
サ
ー
ビ
ス

な
ど
。

問
い
合
わ
せ
は
、

町
民
福
祉
課
　
介
護
保
険
係

■
２

・
１
１
１
１

（内
線
１
２
９
）

タ

Ｑ

ｌ介
護
保
険
で
は
ど
の
よ
う
な
サ

ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
ま
す
か
？

Ａ

ｌ

◆
自
立
支
援
の
た
め
の
サ
ー
ビ

ス
、
二
十
四
時
間
対
応
を
目
指
し

ま
す
。

介
護
保
険
は
、
介
護
を
必
要
と

す
る
方
が
そ
の
有
す
る
能
力
に
応

じ
て
自
立
し
て
生
活
が
で
き
る
よ

う
、
在
宅

・
施
設
の
両
面
に
わ
た

っ
て
必
要
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、
医

療
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
提
供
す
る
た

め
の
も
の
で
す
。

特
に
在
宅
に
関
す
る
給
付
に
つ

い
て
は
、
介
護
を
必
要
と
す
る
多

く
の
方
々
が
、
で
き
る
限
り
住
み

慣
れ
た
家
庭
や
地
域
で
生
活
を
送

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
サ
ー
ビ
ス

内
容
の
充
実
を
図
り
、
二
十
四
時

間
対
応
が
行
え
る
よ
う
な
水
準
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

◆
介
護
保
険
給
付
内
容

/
１

″

ノ

／

ヽ
′

/

("ヽ

ヽ費

イ

ス
ト

橋
康
誌 各

分
野
の
力
を
結
集
し
て
国
体
成
功
〃

国
体
開
催
の
た
め
に
必
要
な

「仕
事
」
は
た
く
さ
ん
。
大
き
く
分
け
る
と

大
会
の
準
備

・
運
営
面
と
競
技
面
の
業
務
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
運
営
面
の
仕
事
に
も
色
々
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
中
に
大
会
の
開
始
式

や
表
彰
式
、
閉
会
式
の
準
備
と
企
画
進
行
関
係
面
で
の
仕
事
が
あ
り
ま
す
。

開
始
式

・
閉
会
式

（表
彰
式
）
で
は
選
手
団
の
入
場
行
進
を
メ
イ
ン
と
し

て
、
吹
奏
楽
隊
と
コ
ー
ラ
ス
隊
、
プ
ラ
カ
ー
ド
隊
の
編
成
も
必
要
で
す
。

こ
れ
ら
の
編
成
に
つ
い
て
は
、
協
力
い
た
だ
く
関
係
団
体
と
、
こ
れ
ま
で

調
整
や
協
議
を
重
ね
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
選
手
団
を
歓
迎
す
る
た
め
の

企
画
面
で
も
準
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

平成11年 10月 24日 (日)午前8時半 (予定)
高森町民体育館

君が代、若い力、

くまもと未来国体テーマ曲「未来」など

練習日時や場所、その他詳しいことはお気軽に

おたずね下さい。

●  ●

●  ●

出演日時

出演場所

合唱曲目

そ の 他

トロッコ列車 元気よく
出発進行II

(15)

1999高森国体

在
宅
に
関
す
る
給
付

・
介
護
訪
問

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
が
家
庭
を
訪
問

し
て
介
護
や
家
事
の
援
助
を
行
い

ま
す
。

・
訪
問
入
浴

浴
槽
を
積
ん
だ
入
浴
車
で
家
庭
を

琲

ン謹

介護保険制度Q&Aパート5

応募 。問い合わせ先

高森町国体推進室 電話2-2991 FAX2… 0987



健
康

口福
祉
功
労
者
を
表
彰

町
と
高
森
町
健
康
づ
く
り
推
進
協
議
会

（杉
永
竹
範
会
長
）
で

は
、
平
成
十
年
度
の
健
康

・
福
祉
功
労
者
を
四
月
五
日
、
林
業
総

含
セ
ン
タ
ー
で
表
彰
し
ま
し
た
。
受
賞
者
は
国
民
健
康
保
険
優
良

家
庭
、
歯
の
８
０
２
０
運
動
受
賞
者
や
、
む
し
歯
ゼ
ロ
運
動
受
賞

者
、
優
良
献
血
者
、
在
宅
介
護
者
の
方
々
で
す
。

敬
称
は
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
国
民
健
康
保
険
健
康
優
良
家
庭

（無
受
診
で
健
康
保
険
税
完
納
世
帯
）

荒
牧
カ
エ
コ
、
岡
村
昌
良
、
有
馬
安
弘
、

（擬
）
上
村

ハ
ツ
子
、
佐
藤
今
朝
弘
、

中
川
鐵
雄
、
（擬
）
松
田
清
二
、
（擬
）

瀬
井
美
寿
、
伸
摩
巳
農
夫
、
（擬
）
桐

原
正
光
、
奥
畑
敦
子
、
後
藤
テ
ル
カ
、

（擬
）
馬
原
富
雄
、
松
本
力
、
、
（擬
）

大
塚
賃
、
高
松
幸
子
、
田
上
俊
雄
、
本

田
成
子
、
渡
邊
智
子
、
岩
下
秀
士
、
甲

斐
節
男
、
津
留
栄
樹
、
馬
原
マ
チ
、
内

倉
輝
子
、
川
島
五
十
二
、
（擬
）
相
馬

タ
ツ
エ
、
荒
牧
安
人
、
工
藤
政
行
、
後

藤
正
直
、
楢
本
野
多
美
子
、
後
藤
善
孝
、

後
藤
ミ
キ
、
武
田
達
、
（擬
）
後
藤
栄

次
、
馬
原
忠
徳
、
千
本
良
雅
幸
、
福
里

仁
男
、
住
吉
好
則
、
（擬
）
岩
下
清
、

本
田
孝
顕
、
阿
南
藤
四
郎
、
中
村
艶
子
、

甲
斐
隆
、
木
本
真
清
、
佐
藤
春
幸
、
山

口
泰
央
、
甲
斐
利
信
、
甲
斐
成
美
、

（擬
）
伊
藤
昭
武
、
本
田
幸
人
、
本
田

善
春
、
甲
斐
今
朝
市
、
興
椙
武
春
、
松

本
紀
夫
、
後
藤
富
士
子
、
工
藤
イ
ト
エ
、

山
本
今
朝
徳
、
後
藤
通

■
８
０
２
０
運
動
受
賞
者

（八
十
歳
で
自
分
の
歯
が
二
十
本
以
上
。

前
年
ま
で
の
被
表
彰
者
を
除
く
。
）

工
藤
秀
継
、
本
田
賃
、
後
藤
ツ
ボ
ミ
、

工
藤
猪
次
郎

■
む
し
歯
ゼ
ロ
運
動
受
賞
者

（
三
歳
児
の
部
）
▽
津
留
出
海
、
後
藤

兼
三
、
甲
斐
美
鈴
、
松
尾
基
樹
、
楢
本

野
拓
磨
、
牛
嶋
瑞
歩
、
山
村
佳
乃
子
、

児
玉
葵
、
平
盛
琴
美
、
山
辺
大
輔
、

三
森
結
衣
、
三
井
美
幸
、
東
真
理
子
、

大
寺
山
起
、
甲
斐
竜
斗
、
児
玉
海
人
、

佐
藤
結
実
、
山
永
晃
名
、
岡
本
拓
也
、

塚
本
翔
太
、
吉
中
愛
理
、
城
井
大
滉
、

高
倉
優
希
、
甲
斐
隆
聖
、
秋
山
大
誌
、

牛
嶋
梨
乃
、
谷
村
隆

一
、
坂
井
勇
人
、

田
上
山
貴

（小
学
生
の
部
）
▽
後
藤
順
、
岩
切
勇
、

津
留
茜
、
津
留
遥
華
、
田
上
和
宏
、
島

田
和
寛
、
田
上
将
太
郎
、
西
堀
菜
々
、

宮
原
仁
美
、
後
藤
優
依
、
堤
宗
喬
、
本

田
紗
也
佳
、
桐
原
雪
乃
、
岡
田
清
隆
、

栗
又
潤
之
介
、
岩
下
千
春
、
松
本
泰
紀
、

後
藤
和
孝
、
後
藤
友
香
、
二
子
石
郁
、

古
良
山
弘
二
、
都
雄

一
、
工
藤
裕
美

（中
学
生
の
部
）
▽
自
石
拓
朗
、
藤
川

朋
也
、
住
吉
直
樹
、
小
野
洋
樹
、
安
方

裕
二
、
後
藤
貴
也
、
後
藤
正
博
、
山
部

さ
お
り
、
住
吉
ま
み
、
田
所
亜
紗
美
、

徳
丸
恵
美
、
甲
斐
憲
吾
、
遠
山
ま
り
、

佐
藤
真
介

（高
校
生
の
部
）

松
村
恵
、
後
藤
法
子
、
田
所
麻
衣
子
、

徳
丸
誠
、
佐
伯
和
則

■
優
良
献
血
受
賞
者

（三
十
回
以
上
。
前
年
ま
で
の
該
当
者

を
除
く
。
数
字
は
献
血
回
数
）

植
田
五
雄

（２０‐

）、
渡
辺
恭
郎

（‐６３
）
、

馬
原
清
子

（８０
）
、
馬
原
恵
介

（７７
）
、

甲
斐
敏
文

（７１
）
、
中
村
静
子

（５２
）
、

古
澤
要
介

（５１
）、
瀬
井
公
吉
郎

（５０
）、

後
藤
正
三

（５０
）、
二
子
石
範
男

（３２
）、

桐
原

一
紀

（３２
）
、
後
藤
恒
夫

（３２
）
、

佐
藤
　
弘

（３１
）、
岩
下
佳
枝
子

（３０
）、

津
留
五
月

（３０
）
、
飯
干
貴
子

（３０
）
、

東
　
貞
幸

（３０
）
、
山
崎
雅
廣

（３０
）
、

住
吉
平
男

（３０
）

■
在
宅
介
護
受
賞
者

（在
宅
介
護

一
年
以
上
。
介
護
者
名
を

掲
載
）

住
古
直
至
、
荒
牧
善
晴
、
安
方
廣
光
、

西
脇
正
隆
、
児
玉
カ
チ
子
、
内
山
ミ
ツ
、

佐
藤
洋

一
郎
、
藤
川
明
、
鶴
林
成
子
、

山
諸
由
美
子
、
川
部
サ
チ
子

高
森
温
泉
館
　
平
成
十
年
度
も
健
闘

平
成
六
年
十

一
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
高
森
温
泉
館
も
五
年
目
に
な

り
ま
し
た
。
各
町
村
が
こ
ぞ
っ
て
公
営
温
泉
を
設
置
し
て
い
く
中
で
、

入
館
者
が
大
幅
に
落
ち
込
む
の
で
は
と
心
配
さ
れ
た
平
成
十
年
度
も

当
温
泉
館
は
年
間
三
十
二
万
三
千
人
弱

（
一
日
平
均
九
百
二
十
五
人
）

も
の
人
が
入
館
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
も
他
の
公
営
温
泉
に
負
け
じ
と
職
員

一
同
頑
張

っ
て
い
ま
す

の
で
皆
さ
ま
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

月別

●  ●

●  ●

7月は機械整備点検のため
21日、22日、23日の3日間体

館させていただきます。御迷

惑をおかけしますがよろしく

お願いします。

南阿蘇鉄道株式会社では、社員 (運転係)を募集します

■募集要領及び資格

20歳以上 30歳▽採用人員等/2名 未満

(阿蘇郡内・大津町・菊陽田丁の在住者)

▽採用予定日/平成 11年 7月 1日
▽募集開始及び方法/
平成11年5月 1日から 履歴書持参または郵送
▽採用試験/平成 11年 6用   試験曰 別途通知
ア、筆記試験 (作文・一般常識)

イ、適性試験

ウ、面接

▽医師による健康診断

▽給与、福利厚生については南阿蘇鉄道の規定による

■問い合わせは

南阿蘇鉄道株式会社   IL 2-1219

二
月
二
十
三
日
、
河
原
地
区
簡

易
水
道
新
設
事
業
の
落
成
式
が
、

新
水
源
地
及
び
河
原
老
人
憩
い
の

家
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

平
成
六
年
は
西
日
本
を
中
心
に

全
国
的
な
渇
水
の
年
で
、
梅
雨
時

期
の
降
水
量
が
平
年
比
の
三
～
六

割
と
少
な
く
、
ま
た
夏
場
の
気
温

は
観
測
史
上
最
高
を
記
録
す
る
な

ど
猛
暑
が
続
き
、
降
水
量
は
年
末

ま
で
極
端
に
少
な
く
異
常
渇
水
の

年
で
し
た
。

こ
の
異
常
気
象
は
本
町
で
も
例

外
で
な
く
、
特
に
草
部
、
野
尻
地

域
に
お
い
て
は
、
地
域
水
源
が
極

端
に
減
少
し
、
飲
料
水
の
給
水
制

限
や
農
作
物
等
に
多
大
な
被
害
を

も
た
ら
し
ま
し
た
。
な
か
で
も
、

市
野
尾
集
落
の
水
源
は
、
四
ヶ
月

間
に
亘
り

一
日
三
十
分
の
給
水
に

制
限
さ
れ
る
な
ど
、
日
常
生
活
に

大
変
な
影
響
を
も
た
ら
し
、
改
善

の
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
な
か
、
昨
年
春
に
完

成
し
た
草
部
地
区
簡
易
水
道
改
善

工
事
と
並
行
し
、
水
源

・
水
質
調

査
な
ど
を
実
施
、
河
原
簡
易
水
道

整
備
計
画
を
行
い
、
地
権
者
な
ど

の
協
力
に
よ
り
平
成
六
年
度
か
ら

平
成
十
年
度
ま
で
年
次
計
画
の
も

と
整
備
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
で
、
河
原
地
区
の
念
願
で

あ
り
ま
し
た
新
水
道
施
設
が
完
成

し
、
市
野
尾
、
黒
岩
配
水
池
か
ら

勢
い
よ
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭

ヘ

給
水
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
は
貴
重
な
水
を
大
事
に
し

た
い
も
の
で
す
。

総
工
費

一
億
八
千
三
百
五
十
七

万
三
百

一
円
。

(14)

河原地区念願の新水源地落成

(7)

月 営業日数 入 館 者 数
前年度

利用者(平成 9年度)
４
． 29 26,443 29,778
民
υ 30 31,062 31,705
ハ
０ 29 21,910 24,326
７

′ 28 27,941 28,369
ｎ
ё 30 54,040 55,017

27,290 28,322Ｑ

υ 29

10 30 24,234 27,595

30,72411 29 25,961

12 29 17,728 18,639

29 26,287 28,199

27 17,816 19,264
う
０ 22,251 26,019

言十 349 322,963 347,957

『
い
き
い
き
健
康
教
室
』
受
講
生
募
集
ノ

飽食の時代といわれ、食べものがはんら

んしています。何を選び、何を食べて健康

を維持するかが問題となつています。様々

な情報に惑わされないためにも、この教室

で正しい知識を,につけ、自分の健康、家
族の健康に役立てましょう。

―募 集 要 項 一

■対 象 者 高森町在住の男女30名
(定員になり次第締め切り)

■期  間 平成11年 7月 ～平成12年 2月
■受講回数 り11回 (年 8回 )
■時  間 午前10時～午後2時
■場  所 高森町林業総合センター (和室)
■教室内容 講話、調理実習、健康体操
■問い合わせ、申込みは

高森町役場 保健衛生係
正L2-1111(内 線 128)

‐
■ :
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※ 1日 925人のペース
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健康講座

平
成
十

一
年
度

税
制
改
正
に
つ
い
て

平
成
十

一
年
度

の
税
制
改

正

は
、
現
下

の
厳
し

い
経
済
状
況
を

踏
ま
え
、
景
気
に
最
大
限
考
慮
し

て
、
所
得
税
及
び
法
人
税
に
つ
い

て
恒

久
的
な
減
税

の
実
施

の
ほ

か
、
数
々
の
措
置
が
取
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

主
な
改
正
事
項
は
次
の
と
お
り

で
す
。

一
、
恒
久
的
な
減
税
等

●
所
得
税

①
所
得
税
の
最
高
税
率
が
引
き
下

げ
ら
れ
ま
し
た
。
　
　
　
【
表
１
】

②

そ

の
年
分

の
所
得
税
額

の
二

十
％
相
当
額

（最
高
二
十
五
万
円
）

が
控
除
さ
れ
る
、
定
率
減
税
が
行

わ
れ
ま
す
。
　
　
　
　
　
【
表
２
】

③
十
六
歳
未
満
の
扶
養
親
族
及
び

特
定
扶
養
親
族

（十
六
歳
以
上
二

十
三
歳
木
満
）
に
係
る
扶
養
控
除

額
が
加
算
さ
れ
ま
す
。
　

【表
３
】

（
注
）
こ
れ
ら
の
措
置
は
平
成
十

一
年
分
以
後
の
所
得
税
に
適
用
さ

れ
ま
す
。

●
法
人
税

法
人
の
平
成
十

一
年
四
月

一
日

以
後
に
開
始
す
る
事
業
年
度
に
つ

い
て
、
法
人
税
の
税
率
が
引
き
下

げ
ら
れ
ま
す
。

丈
夫
な
か
ら
だ
づ
く
り
は

む
し
歯
予
防
か
ら
―

み
な
さ
ん
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー

ク
は

い
か
が
過

ご
さ
れ
ま
し
た
で

し
よ
う
か
？

さ
て
、
町
で
は
む
し
歯
を
持

っ

た
子
ど
も

の
数
が
県
、
郡
の
平
均

に
比

べ
て
と
て
も
多

い
こ
と
か
ら

生
活
習
慣
は
も
と
よ
り
、
〈
歯

の

質
〉
を
強
く
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
平
成
七
年
か
ら

一
歳
児
と
そ

の
保
護
者
を
対
象

に

「
よ

い
歯

の

教
室
」
を
開
催
し
、
基
礎
知
識
を

学
ば
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

フ
ツ

素
塗
布
が
ど
の
ぐ
ら

い
効
果
が
あ

る
か
調
査
し
て
み
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、　
一
歳
六
ヶ
月
児
健

診
か
ら
三
歳
児
健
診
ま
で
の
平
均

む
し
歯
増
加
数
は
、

フ
ツ
素
塗
布

を
定
期
的

に
受
け
た
子
は

一　
・
九

〇
本

に
対
し
て
受
け
て
い
な

い
子

又
は
途
中

で
や
め
た
子
は
四

二

一

一
本
で
し
た
。

こ
の
こ
と
を
踏
ま
え

て
昨
年
十

月
よ
り
各
保
育
園
、
幼
稚
園
で
希

望
者

に
フ
ツ
素

に
よ
る
ブ
ク
ブ
ク

う
が

い
を
す
る
こ
と
に
し
、
子
ど

も
た
ち
は
、
楽
し

い
音
楽

に
合
わ

せ
て
、
皆

い
つ
し
よ
に
ブ
ク
ブ
ク

し
て
い
ま
す
。

乳
歯
は
永
久
歯
に
大
き
く
影
響

し
て
い
ま
す
。
又
、
八
十
歳

で
自

二
、
住
宅
税
制

●
住
宅

ロ
ー
ン
減
税
の
実
施

①
平
成
十

一
年

一
月

一
日
か
ら
十

二
年
十
二
月
二
十

一
日
ま
で
に
居

住
用
に
供
し
た
場
合
の
住
宅
借
入

金
等
に
係
る
税
額
控
除
制
度
が
改

組
さ
れ
ま
す
。

②
適
用
対
象
と
な
る
住
宅
借
入
金

等
の
範
囲
に
住
宅
の
取
得
と

一
体

と
し
て
借
り
入
れ
た
敷
地
に
係
る

分
も
含
ま
れ
る
こ
と
と
さ
れ
ま

す
。
三
、
土
地
税
制

●
土
地
等
の
譲
渡
益
課
税
の
軽
減

平
成
十

一
年

一
月

一
日
か
ら
平
成

十
二
年
十
二
月
三
十

一
日
ま
で
の

間
に
、
個
人
の
長
期
所
有
の
土
地

等
を
譲
渡
し
た
場
合
の
譲
渡
益
課

税
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

四
、
投
資
促
進
税
制

●
情
報
通
信
機
器
の
即
時
償
却
制

度
の
創
設

平
成
十

一
年

一
月

一
日
か
ら
十

二
年
二
月
三
十

一
日
の
間
に
百
万

円
未
満
の
情
報
通
信
機
器

（
パ
ソ

コ
ン
な
ど
）
を
取
得
し
た
場
合
に

取
得
価
格
の
金
額
が
損
金
算
入
さ

れ
ま
す
。

詳
し
く
は
阿
蘇
税
務
署
に
お
尋

ね
下
さ
い
。

■
０
９
６
７
・
２
２
，
０
５
５
１

分
の
歯
を
二
十
本
以
上
持

っ
て
い

る
人
は
そ
う
で
な
い
人
に
比
べ
て

病
院
に
か
か
る
機
会
が
少
な
く
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
歯
が

丈
夫
な
人
は
体
も
丈
夫
だ
と
い
う

こ
と
を
意
味
し
て
い
る
の
で
は
な

い
で
し
よ
う
か
？

死
ぬ
ま
で
健
康
で
い
る
に
は
ま

ず
自
分
の
歯
で
食
べ
ら
れ
る
。
そ

れ
に
は
乳
幼
児
期
、
ま
し
て
は
お

母
さ
ん
の
お
腹
に
い
る
と
き
か
ら

歯
そ

の
も

の
の
質
が
強

い
こ
と

が
、
む
し
歯
を

つ
く
ら
な
い
た
め

に
非
常
に
大
切
な
こ
と
と
い
え
そ

う
で
す
。

町
で
は
お
腹
に
い
る
と
き
か
ら

死
ぬ
ま
で
健
康
で
あ
る
よ
う
に
と

マ
タ
ニ
テ
イ
料
理
教
室
、
歯
科
教

室
、
夫
婦
学
級
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
多
数
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

詳
し
く
は
町
民
福
祉
課
保
健
衛

生
係
ま
で
お
尋
ね
下
さ
い
。

■
２

・
１
１
１
１

（内
線
１
２
８
）

イラスト/高橋康誌

あなたへの

彦調げ :0「
■電1    ・

‐‐

よ し

この社会 あなたの務雄 きてιlる

【表 1】 所得税最高税率の引き下げ

五
月
は
固
定
資
産
税

（
一
期
）
、
軽
自
動
車
税

（全
期
）
、
国
民
健
康
保
険
税

（
一
期
）
の
納
期

で
す
　
納
期
限

（五
月
二
十

一
日
）
ま
で
に
は
納
め
ま
し
よ
う

一一一一

●  ●

【表 3】 扶養控除額の加算

「

~区 ~~務
改 正 前 改正後

′′ 58万 円 63万円定

L800万 円超の課税所得
(税率)37%

3,000万円超の課税所得
(税率)50%

′′  43万 円 45万 円
(参考)個人住民税
700万円超の課税所得

(税率)15%

700万円超の課税所得

【表 2】 定率減税
限

20(‖ G 25ノ

%

(注)平成11年(度)分の所得税・個人住民税から
適用します。

(参考)個人住民税

特定扶養親族(年齢16歳以上23歳未満 )(税率)13 %

(注)個人住民税については平成12年度分から適用されます。」

(実 1,L方法)給与所得者の方は平成11年 4月から控除、 1～ 3月 分
は6月以降に『′`除 します。事業所得者の方は平成11年 7月 からの

予定納税額は定率減税を加味し、翌年の確定申告で精算します。
なお、予定納税のない方は、翌年の確定申告で実施されます。

■県内の交通事故発生状況 (3月 25日現在)

■高森署管内の交通事故発生状況 (3月 25日現在)

∫円

)J )V>, LI; =,3i,J
-UtUZE.]"l-r- (4^tj)●  ● いただきさす

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

5/11
▼
０ρＥ「「

子
ど
も
と
高
齢
者
の

事
故
防
止

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の

着
用
の
徹
底

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の

着
用
推
進

高
森
署
管
内
町
村
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
着
用
調
査
結
果

（３
月
２４
日
）

運
転
席
の
着
用
率

高
森
町
　
　
八
十
七
、　
一
％

蘇
陽
町
　
　
八
十
三
、　
一
％

白
水
村
　
　
九
十
二
、
二
％

久
木
５
村
　
八
十

一
、
五
％

長
陽
村
　
　
八
十
四
、
六
％

意外に知られていませんが、骨は毎日少しずつ作りかえられ、あな

たを支えてくれています。体内のカルシウム中の99%は骨や歯にあり
ますが、残りの 1%は血液中等にあつて神経からの刺激を伝える、筋
肉を収縮させる、111液を同まらせる、ウイルスや細菌から体を守る免

疫の仕組みをつくるなどの重要な働きをしています。血液中のカルシ

ウムが不足すると、カルシウムの貯金箱である骨を溶かして補おうと

するので、骨がもろくなり、骨粗しよう症になりやすいので要注意 !

■カルシウムの吸収をよくするには ?

通 :ltのたんばく質、マグネシウム、ビタミンDを とること。ビタミ
ンDは魚、千し椎茸、きくらげなどに含まれるc体内でもつくられる
ので 1日 1時間ぐらい|1光浴を。

■カルシウムの吸収を悪くするのは ?

塩分、砂胤iIの とりすぎ、喫煙、飲酒なども原 1人 |の一部。

■カルシウムをどれくらいとつたらいいの ?

1 11600mgく らい、その半分を牛乳やヨーグルトの乳,製品から、残

りを小魚や、野菜、大豆、こま等から摂収するのが理想的。

□作り方

①米は洗ってざるに入れておく。②油揚げ、
にんじん、こんにゃくは短冊切りにし、こぼ
うはささがきにし、酢水につけてあく抜きを
する。③里芋は皮をむいて食べやすい大きさ
に切る。④いりこ、②③の材料をサラダ油で
炒める。⑤炊飯器に米と炒めた材料、●印の
調味料を入れ水力□湖を見て炊き、出来上がり。

(8)

□材料

米2409、 いりこ16g、

)由揚げ16鉄 |こんじん

409、 こぼう40g、 里

芋80o、 こんにゃく

409、 サラダ油小さじ

2、 ●濃□しょうゆ小

さじ2、 10)薄□しょう

ゆ小さじ2、 ●酒小さ

じ2強

嘔
==]

(13)

フッ素洗口 (色見保育園)

,、 ′↑

件 数(件 ) 死 者 (人) 傷 者(人 )
2385 37 3003
前年比 +213 前年比 +3 前年比+261

件 数(件 ) 死 者 (人) 傷 者(人)
33 4 55

前年比+8 前年比+4 前年比 +9

」
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運
動
の
重
点
目
標 「

'

賃 プ

,

橋本、野中、東保健婦の

交通事故相談
TEL 096-384二 2372
◆角
～
金 午前9時γ午後4時

◆上、日、視祭日、曇1来年始は

お体みです

熊本県交通事故相談所 ・|
(県庁新館三階)



教
職
員
異
動

り
た

い
こ
と

が
あ

り
ま

し
た

ら
、

お
気
軽

に
税
務
署
ま

で
お
た
ず
ね

く
だ
さ
ぃ
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
詳
し

阿

蘇

税

務

署

■

０
９
６
７

・
２
２

・
０
５
５
１

大

変

お

世

話

に

な

り

ま

し

た

く

い
こ
と

や
詳
し
く
お
知
り

に
な

．

税
金
を

滞
納
す
る
こ

税
金
を
期
限
ま

で
に
納
め
な
か

っ
た
場
合

に
は
、
売
掛
金
、
預
金
、

不
動
産
な
ど

の
財
産

の
差

し
押
さ

え
を
受
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、
売
掛
金

の
差
し
押
さ

え
を
受
け
ま
す
と
大
事
な
取
引
先

か
ら

の
信
用
を
失
う

こ
と

に
な
り

か
ね
ま
せ
ん
。

さ
ら

に
は
、
延
滞
金

（
年
利

一

四

上
ハ
％
）
も
納
め
な
け
れ
ば
な

ら
な

い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

税
金
は
、
社
会
共
通

の
経
費

で

す
。
確
実

に
期
限
内

に
納
付
す

る

よ
う
に
し
ま
し
よ
う
。

な
お
税

に

つ
い
て
お
分

か
り

に 広場
春は新旧交代の季節です。4月 1日付で先生たちの退職・異動もあり、18名の先生

方が本町を去つて行かれました。

子どもたちは先生たちとの心のふれあいから、生きていく上で大切なことを学び、

素晴らしい思い出を作つたことでしよう。いつかどこかで、またお会いできることを

期待しながら・・・それぞれの学校では涙の退任式が行われました。

かわつて、新しい先生たち24人が本町に着任されました。雄大な阿蘇の自然を満喫

できる高森で、心優しい子どもたちと地域とのふれあいを大切にしたいと張り切つて

おられます。

高森の子どもたちをどうぞよろしくお願いします。

がんばります よろしくお願いします
0000000

●  ●

●  ●
||||||||1内職で困つて
いませんか

5月 21日から5周 31日まで「受ける前 確
認しよう 委託の条件」をスローガンとして全国
一斉に家内労働旬間が実施されます。

この期間中、熊本労働基準局では、内職者や委

託者からの内職に関する電話相談を受け付けます。

電話番号は、096(355)3181
受付期間は、5月 21日から5周 31日 までの
上・日曜を除く平日 (午前8時 30分から正午ま
で、午後 1時から午後5時まで)です。
こ利用をお待ちしております。

(熊本労働基準局賃金課 )

‘

Ｆ
Ｆ

Ers+f,

掲載は順不同。上から下に見て

ください。 学校ごとに色分け
しています。

①職名 ②前任校名
③出身市町村名

④趣味・特技など

⑤自己紹介・抱負・あいさつ

ヽ学 校

し

い

子

(9) (12)
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◆
保
険
料
を
ど
う
し
て
も
納
め
ら
れ
な
い
！

～
そ
ん
な
と
き
に
は
、

保
険
料
の
免
除
制
度
を
利
用
し
ま
し
よ
う
ヽ

経
済
的
な
理
由
等
で
、
保
険
料
が
納
め
ら
れ
な
い
場
合
は
保
険
料
が
免

除
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

申
請
免
除
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

１
、
所
得
が
な
い
と
き
。

２
、
地
方
税
法
上
の
障
害
者
、
ま
た
は
寡
婦

で
年
間
所
得
が

一
定
以
下
の
時
。

３
、
そ
の
他
保
険
料
を
納
付
す
る
と
と
が
困

難
な
特
別
の
理
由
が
あ
る
と
き
。

申
請
し
で
承
認
を
受
け
る
と
、
保
険
料
が
免

除
さ
れ
ま
す
。

陶隋

彎範
_‐哺

ム

川 端 洋 人

①教諭
②蘇陽小学校
③熊本市
④釣り、ドライブ、
アウトドア、球技

(5)阿蘇で教員を初めて 7年 目にな
ります。高森田丁との出会いは 12
年前、休暇村でバイ トをしたとき

に「こんなに阿蘇山の景色がされ

いなところはない。」と感動したの

が最初でした。どうぞ宣しく。

市 原 史 久

①教諭
②草部南部小学校
③阿蘇町
④体を動かすこと、
園芸量

⑤町内の車部南部小より高森小に

やつてきました。3用まで5年間高
森に住みましたがその間、高森や
車部の人たちの温かさにふれ、こ

の地が大好きになりました。頑張
りますのでよろしくお願いします。

躍嚢

『

誕
‐́ 一鋼

⑤グリーンランドで有名な荒尾市
からやつてきました教員4年目の
上丼です。スポ■ツをしたり、遊
んだりすることが大好きです。こ
の高森の地でも、子どもと一緒に
動き回ろうと思います。

蛉

一̈
・

樹

一〓

土ォ 淳
①教諭

②荒尾中央小学校

③阿蘇町

④スポーツ、
シヨッピング

.轟讐

占 閑 優 樹

①栄養職員
②西原小学校
(熊本市)

③菊池市

④スキー、水泳、料理

⑤子どもたちが大好きな給食をお
いしく、楽しく、安全に食べられ
るように、給食センターの先生方
と力を含わせて頑張りきすぎ

①教諭

②中原小学 (南小国町)

③波野村

④バスケットボール、
山歩き

岩 下 顕
ん じ

[士
皿

鞣 ib

戦没者のご遺族のみなさまへ

対象者  戦没者死亡当時の三親等以内親族で次の
要件をすべて満たす方

‐
‐
‐

・ ■|・ |        
‐
‐

1.第六日特別11慰金田庫債券の受給権を

取得していないこと

2｀F成 11年 4月 1ド現在、公ォ:努扶助料、
遺族年金等の受給権を有する遺族が

|.   いないこと

支給内容 額面 24万円、 6年償還の記名国債
請求期間 平成 11年 4月 IHん

平成 14年 3月 31日
請求窓口 役場 町民福祉課 福祉係

TEL 2-1111(内 線131)



教
職
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異
動

高 森 中 学 校 中 学 校

①教諭
②蘇陽中学校
馬見原分校

③玉名市

④水泳

6)隣田丁蘇陽から通ってきています。

旅行で近くを通ったときは、花が

されいだなあとながめていました。

まさか、次に赴任するとは思つて

もみませんでした。不思議な縁で

すね。

迫 優 子
織屋
こ
＝
利道 脇 里 恵

①養護教諭
②市原小学校
(南小国町 )

③長崎市
④ピアノ、読書

⑤子どもたちと、また地域の方々

との出会いを大切にし、共に楽し

い日々を過こしていきたいと思い

ます。初めての中学校勤務、りb機
一転、頑張ります。

①教諭

②楠中学校

(熊本市)

③三角町

④スキー、水泳、旅

⑤毎日、高森の寒さに驚きととま

どいを感じながら、生まれ故郷の

北海道を思い出しています。教科

は英語担当です。高森町で開催さ

れる「くまもと未来団体」のテニ

スをとても楽しみにしています。

次 郎小 崎佐 藤 美 和

①講師
②一の宮中学校
③阿蘇町
④ (計画性のない)
ショッピング

⑤今回2度目の赴任で、人との出
会いの大切さを改めて感じていま

す。子どもたちのために一生懸昴

になれる教師を目指していきたい

と思います。高森高校2年生の当
さんただいま。遊びに来て下さい。

①教諭

②鹿本中学校

③天水町

④芸術観賞、
スケート

⑤皆さんにとつてたいへん党えや

すい名前だと思います。ルーツは

やはりこちらのようです。初めて

訪れる地ですがこれも何かの縁な

のでしようね…。早くこの地に慣

れ、お役に立ちたいと思います。

や

人野 尻 隼

ヽFヨ南部小学校

を 感

子

鹿市

8

き

た

ツ

ま

に

からやつて

気で子ども

したいと思

いろんなこ

よ お 願

顔 い

す 。

い

員 で

今 村  愛

①教諭

②楢木野小学校

犬子迫分校(波野村)

③高森町

④テニス、ゴルフ(少 )々

⑤小さい頃に見ていた根子岳は、

いつも元気や希望を与えてくれま

した。その根子岳を間近にしなが

ら、子どもたちと過ごせることを

嬉しく思います。

校見 ′ヽ

谷 口 隆 輝

①校長
②御幸小学校(熊本市)

③鹿本町

④ゴルフ、山菜とり

⑤初任の久木野で5年、それから馬
見原に6年お世話になり熊本市へ。
そして、20年ぶりの阿蘇は素晴
らしい自然と伝統のある高森田。

教育は信頼をモットーに地域と共

に歩みたいと思っています。

け、

が

高 森 東 小 学 校

そ う

ヽ

⑤一際目立つ根子岳の麓に侍むと

自ずと新たな情熱が湧き出てくる

のが、感じられました。

子どもの元気なあいさつが、根

子岳に木霊し、大自然の中で―日

が始まるのが楽しみです。

ず え

ットボ`④ノ

見

ゝ

鵬蝙

』東【大志 崎

①校長

②湯出中学校

(水俣市)

③津奈木町

藤 森 英 司

①教諭
②蘇陽小学校
③大津町
④雑学、車・パソコ
ンの雑誌を見ること

⑤7年ぶりの高森町勤務となりま
す。再びお世話になります。色見

小では、根子岳を正面に望み、四

季の変化を感じとりながら活動し

ていきたいと考えております。

伊 藤 由美子

①講師
③熊本市
④音楽鑑賞

⑤初めての教員、そして初めての

高森ですが、山々の景色が素晴ら

しく、地域の皆さまも親切です。

赴任できたことをうれしく思いま

す。多くの方々と知り合いになれ

たらと思っています。

野 上 雅 志

①教諭
②馬見原小学校
③玖珠町 (大分県)
④焼き物

⑤はじめて上色見小に行つた時、
「何と景色の美しいところだろう。」

と思いました。また純真で、しつ

かり者の多い子どもたちにも只々、

感動しています。上色見小に芸術

文化の花を咲かせたいと思います。

大 津 直 美

①養護助教諭
②―の宮中
(H10.7.2まで)
③西含志町

④ドライブ、映画鑑賞

⑤土肥さおり先生が産体、弯児体

暇の間、保健室をお預かりします。

小学校は初めてですので、子ども

と接するのがとでも楽しみで、早

く全員の顔と名前を党えたいと思

っています。

教
職
員
異
動

一

●  ●
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住吉 勝徳
S52.4.22生

(丼上 )

趣昧は

スノーボー ド

よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

す
が
気
軽
に
声
を
か
け
て
や
っ
て
下
さ
い
。

今
年
は
、
役
場

に
ひ
と
り
の
職
員
採
用

が
あ
り
ま
し
た

の
で
紹
介
し
ま
す
。

い
ろ

ん
な
と

こ
ろ
で
お
会

い
す
る
か
と
思

い
ま

役
場
ん

所属 税務課 町民税係
今回、自分の夢が叶い役場で働くこと

ができ、町民の皆様に役に立ちたいと思

っています。まだ入ったばかりで未熟で

すが、常に勇往邁進の気持ちを忘れずに、

仕事に精励していきたいと思います。

●  ●

(11)

たかもレ1出身の皆様ヘ 広報たかもりからのお願い

■
転
居
の
と
き
は

連
絡
く
だ
さ
い

広
報
た
か
も
り
が
宛
先
不
明
で

返
送
さ
れ
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ

り
ま
す
。
住
所
、
氏
名
の
変
更
や

新
郵
便
番
号
の
間
違
い
な
ど
、
早

め
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

■
ふ
る
さ
と

へ
の
熱

い
想
い

お
寄
せ
く
だ
さ
い

ふ
る
さ
と
へ
の
想
い
や
近
況
報

告
、
た
か
も
り
の
発
展
に
役
立
つ

お
住
ま
い
の
街
の
紹
介
な
ど
を
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。
本
誌
で
紹
介
し

ま
す
。

■
広
報
郵
送
料
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す

本
誌
は
毎
月
三
千
三
百
部
を
印

刷
し
、
町
内
配
布
と
共
に
北
海
道

か
ら
沖
縄
ま
で
の
た
か
も
り
出
身

の
皆
様
に
も
お
送
り
し
て

「
ふ
る

さ
と
の
使
り
」
と
し
て
ご
愛
読

い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

皆
様
方
の
ご
協
力
に
よ
り
、
昨

年
度

（平
成
十
年
度
）
は
二
十
八

万
五
千
五
百
八
十
円
、
の
ご
寄
付

を

い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ

い
ま
し
た
。
（寄
付

い
た
だ

い
た
方
は
お
名
前
を
紹
介
）

本
誌
は
郵
送
の
場
合
、　
一
ヶ
月

に
百
四
十
円
か
か
り
ま
す
。
（広

報
誌
代
は
別
）

引
き
続
き
、
現
金

（小
為
替
な

ど
）
や
、
九
十
円
以
下
の
少
額
切

手
で

一
年
分
程
度
の
ご
寄
付
を
毎

年
お
願

い
致
し
た
く
、
よ
ろ
し
く

お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

(10)

鰺
音 岡 道 男

①校長
②波野中学校
③―の宮町
④スポーツ
(バスケットボニル)

⑤高森東中に平成6年まで3年間
勤務させていただきました。ヒメ
ユリの花に魅せられ、花を育てる

ことが大好きになりました。30名

の生徒と、12名の先生で車部中の

伝統を守りながら頑張ります。

鱚
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こ (こ  し   ま な み

小 西 真 未

①講師
②波野中学校
③熊本市
④フルート

⑤波5中学校から参りました小西
真未と申します。大自然に囲まれ

て毎日仕事ができることをとでも

嬉しく思います。子どもたちとの

出会いを大切に、一日一日を大切

に過こしていきたいです。

赳
脚1ヽ
最驚鸞1

餞

本 田 小百合

①教諭
②高森東小学校
③高森町

⑤小を生時代、草部南部小という

と私にとっては何かにつけ良きラ

イバルであり、憧れで した。道に

植えられた水仙や校含、子どもの

頃見た裏庭、
1康か しさや人々の温

かさから活気をいただいています。

廣 本 亮 子

①講師

②上色見小

③小国町

④音楽全般、
一度会つたら友達

キI・

⑤母校でもある高森小単校へ勤務
するのは、幼い頃からの夢でもあ
つたのでとでも嬉しく思っていま

す。元気いつぱいの子どもたちに

負けない様に、はりきって毎日楽

しんでいます。

ま さ お
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